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音声認識向上へ深層学習

　音声認識技術は話した言葉をテキ
スト化する技術である。ＮＴＴドコ
モの「しゃべってコンシェル」や米
アップルの「Ｓｉｒｉ」など、スマ
ートフォン（スマホ）の音声インタ
ーフェースとして身近にある。最近
はテレビなどの家電製品も音声で操
作できるようになってきた。

　音声認識技術はカーナビゲーショ
ンシステム、スマホやパソコンの音
声インターフェース、多言語翻訳な
どのシステムに使われている。ビジ
ネス分野では放送の字幕付与、会議
録作成やコールセンターの電話自動
対応システムなどに活用されてい
る。登場した当初の音声認識率は低
い印象を受けた。現在では話し言葉
や、一定の雑音があっても認識でき
るほど精度が向上した。
　雑音が少ない環境での音声認識技

術の認識率は８～９割と高い。大容
量のデータベース（ビッグデータ）
の利用が可能になったこと、深層学
習（ディープラーニング）の手法の
１つであるＤＮＮが利用され始めた
ことが認識精度の飛躍的な向上に貢
献している。音声認識技術はディー
プラーニングを実用レベルで活用し
ている代表例と言える。
　課題も残っている。友人と交わす
くだけた話し言葉、雑音の多い環境

での会話、入力マイクから離れた位
置の発言、多人数の議論などについ
ての認識率は極端に低下する。現在
の技術は雑音の少ない環境で、１人
がマイクに向かい、はっきりと丁寧

に話すことが前提になっている。
　機械学習させるために大量のデー
タは必要だが、音声データから雑音
を分離したり、話者を識別したりす
る処理にもディープラーニングを活
用できる可能性は十分ある。課題が
解決されると、カフェやレストラン
での音声による自動注文、会議での
逐次通訳や議事録作成、屋外でのド
ローンやロボットの音声操作などが
できる。音声認識技術の利用場面は
さらに広がるだろう。
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